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た
ん
で
し
ょ
う
。
（
笑
） 

Ａ
．
角
辻
先
生
の
辻
も
国
字
な
ん
だ
よ
ね
。
道
が
十

の
形
に
交
わ
っ
て
い
て
、
そ
こ
を
進
む
か
ら
「
辻
」
。

中
国
で
は
「
逵
（
キ
）
」
と
書
い
て
い
る
。 

Ｂ
．
国
字
を
漢
字
だ
と
思
い
こ
ん
で
い
る
人
は
多
い

で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
同
じ
漢
字
で
も
日
本
と
中
国

で
は
意
味
が
違
う
例
が
じ
つ
に
多
い
ん
で
す
よ

ね
。
た
と
え
ば
「
鮎
」
の
字
は
中
国
じ
ゃ
ナ
マ
ズ

で
す
っ
て
。
私
達
は
ア
ユ
だ
と
信
じ
て
う
た
が
わ

な
い
け
れ
ど
。 

Ａ
．
京
都
の
博
物
館
で
如
拙
と
い
う
画
僧
が
足
利
義

持
の
命
で
描
い
た
『
瓢
鮎
圖
（
ひ
ょ
う
ね
ん
ず
）
』

と
い
う
の
が
あ
る
。
ほ
ら
ご
ら
ん
よ
、 

瓢
箪
で
押
さ
え
て
い
る
の
は 

ナ
マ
ズ
で
す
よ
。 

Ｂ
．
あ
、
な
る
ほ
ど
。
じ
ゃ
あ 

漢
字
の
「
鯰
」
は
何
な
の
で 

す
か
？ 

Ａ
．
漢
字
に
そ
の
字
は
な
い
。 

こ
れ
は
国
字
な
ん
だ
よ
。 

《
目
に
は
青
葉
や
ま
ほ
と
と 

ぎ
す
初
鰹
》
の
「
鰹
」
は
、 

あ
ち
ら
で
は
ウ
ナ
ギ
な
ん
だ
。 

Ｂ
．
私
達
の
サ
ク
ラ
は
「
桜
」 

で
す
が
、
中
国
じ
ゃ
サ
ク
ラ
ン
ボ
だ
っ
て
…
…
。

こ
ん
な
例
は
じ
つ
に
多
い
ん
で
す
ね
。
私
ら
の
「
椿

（
つ
ば
き
）
は
、
あ
ち
ら
で
は
チ
ャ
ン
チ
ン
（
香

椿
）
と
い
う
樹
で
す
。
油
で
炒
（
い
た
）
め
て
料

理
す
る
ん
で
す
が
、
香
り
が
高
く
て
日
本
の
タ
ラ

の
芽
み
た
い
で
す
。
国
と
国
と
が
分
か
り
合
え
る

こ
と
っ
て
そ
う
簡
単
な
も
ん
じ
ゃ
な
い
っ
て
こ
と

で
す
ね
。 

 
 

科
学
暦
６
年
度
活
動

予
定 

 

一
．
宇
科
連
ゴ
ル
フ 

科
学
暦
６
月
６
日
（
火
）

芦
屋
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ 

 

二
．
理
事
会 

科
学
暦
６
年
７
月
２８
日

（
金
） 

 

三
．
総
会 

科
学
暦
６
年
９
月
８
日

（
金
） 18

時
よ
り
。
Ｊ
Ｒ
芦
屋

駅
北
側
百
ｍ
。 

「
大
原
集
会
所
」
に
て 

開
催
の
予
定
。 

編
集
人  

科
学
暦
六
年
四
月
二
十
五
日 

 
 
 
 

安 

積 

聖 

夫 

会
報
に
掲
載
の
広
告
募
集 

次
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

一
頁
の
五
分
の
一 

   
 
 
 

５
、
０
０
０
円 

  

十
分
の
一  

3
、
０
０
０
円 

お
申
込
は
事
務
局
ま
で
。 

科
学
暦
・
宇
宙
語
普
及
協
会

事
務
局 

芦
屋
市
奥
池
町
二
十
二
―
一
八 

角
辻
総
合
人
間
科
学
研
究
所

気
付 

電
話  

〇
七
九
七
―
三
八
―
〇
一
二
一 

科
学
暦
５
年
度
総
会
報
告

科
学
暦
５
年
９
月
16
日
、

大
原
集
会
所
（
芦
屋
）
に
て
開

催
。 

出
席
会
員
９
名
。 

 
 一

．
角
辻
会
長
よ
り
、
篤
志
家

に
よ
る
広
告
費
の
前
払
い
を

受
け
た
。
年
会
費
制
度
を
廃

止
す
る
こ
と
を
次
回
役
員
会

に
て
審
議
す
る
。 

二
．
会
員
数
が
千
三
百
人
に
達

し
た
。（
六
年
四
月
現
在
、
二

千
四
百
余
名
） 

三
．
会
歌
の
Ｃ
Ｄ
を
制
作
し
た
。

四
．
会
報
５
周
年
記
念
号
を
発

行
し
た 

以
上
の
報
告
が
あ
っ
た
。 

 

役
員
会
報
告 

科
学
暦
５
年
10
月
19
日
、 

中
村
氏
宅
に
て
開
催
。 

一
．
会
長
よ
り
、
本
会
の
主
旨

を
高
く
評
価
し
、
文
化
に
対

す
る
貢
献
を
し
た
い
と
の
篤

志
家
よ
り
、
多
額
の
広
告
費

の
前
払
い
を
受
け
た
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
現

在
の
年
会
費
制
度
を
廃
止
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。 

二
．
会
長
か
ら
、
宇
宙
語
辞
典

に
関
し
、
そ
の
発
音
表
記
の

確
定
版
が
提
示
さ
れ
た
。 

一
同
了
承
。 

 

三
．
登
録
者
数
を
増
や
す
手
段

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
記
入
者

（
採
録
者
）
の
氏
名
を
ウ
エ

ブ
上
に
残
す
と
い
う
「
名
誉
」

を
与
え
、
有
料
（
一
語
あ
た

り
い
く
ら
）
と
す
る
案
が
出

た
。
協
議
の
結
果
、
有
料
化

は
見
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

  

事
務
局
長 

阪
口 

柴
山 

 

文

字

の

話 
 
 
 

会
員 

宮
崎
修
二
朗 

Ｂ
．
こ
ん
な
字
を
見
つ
け
ま
し
た
。
珍
し
い
で
し
ょ

う
？ 
ど
う
読
む
ん
で
す
か
ね
。
縦
の
棒
一
本
の
名

前
で
す
。 

   

Ａ
．
音
で
は
コ
ン
、
訓
で
は
ス
ス
ム
と
読
む
。
た
だ
し
、

下
か
ら
上
へ
筆
を
降
ろ
し
た
場
合
で
、
上
か
ら
下
へ

と
筆
を
進
め
る
と
シ
リ
ゾ
ク
と
読
む
。
書
い
て
い
る

現
場
を
見
て
い
な
い
か
ら
、
ス
ス
ム
さ
ん
か
シ
リ
ゾ

ク
さ
ん
や
ら
… 

分
か
り
ま
せ
ん
な
。 

Ｂ
．
漢
字
で
す
か
？ 

Ａ
．
そ
う
で
す
。 

Ｂ
．
初
め
て
見
ま
し
た
。
国
字
か
と
思
っ
た
。 

Ａ
．
ほ
う
！
国
字
っ
て
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？ 

日
本

で
作
っ
た
漢
字
体
の
文
字
で
す
ね
。
峠
（
と
う
げ
）

と
か
榊
（
さ
か
き
）
と
か
、
働
（
ど
う
）
と
か
。 

Ｂ
．
山
を
上
が
っ
た
り
下
（
く
だ
）
っ
た
り
す
る
か
ら

峠
。
神
様
に
捧
げ
る
木
だ
か
ら
榊
で
、
人
間
が
動
く

か
ら
イ
（
に
ん
べ
ん
）
に
動
と
書
い
て
働
。
合
計
約

千
五
百
五
十
一
字
だ
と
、
先
生
は
大
学
で
教
え
て
く

だ
さ
っ
た
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

Ａ
．
あ
、
思
い
出
し
た
。
あ
る
年
の
テ
ス
ト
に
「
国
字

を
十
字
書
き
な
さ
い
」
と
出
し
た
ら
、「
国
字
」「
国

字
」
…
…
…
と
十
字
書
い
た
学
生
が
い
た
。
採
点
の

時
は
困
っ
た
な
。
こ
れ
は
問
題
が
悪
い
。
誤
解
を
招

く
よ
う
な
文
章
は
悪
文
だ
と
反
省
し
た
。
（
笑
）

「
十
種
書
き
な
さ
い
」
と
い
う
べ
き
で
し
た
ね
。
大

い
に
反
省
し
て
×
点
に
せ
ず
、
○
に
し
た
。
（
笑
） 

Ｂ
．
授
業
に
出
て
い
な
い
か
ら
、
苦
し
ま
ぎ
れ
に
や
っ

 


